
（
＊)

２
０
２
０
年
に
い
す
み
市
で
２
回

も
発
生
し
た
鳥
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
２
２

０
万
羽
の
ニ
ワ
ト
リ
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ

と
を
悼
み
、「
ア
マ
ビ
エ
」
を
、
頭
部
に

ト
サ
カ
を
配
し
て
ニ
ワ
ト
リ
に
似
せ
、
と

く
に
「
ト
リ
ビ
エ
」
と
名
付
け
た
。

３
・
11
の
記
憶

写
真
１
＝
上
）
キ
ッ
ク
オ
フ
の
日
に
制
作
者

（
木
村
廣
志
氏
）と
太
田
洋
い
す
み
市
長（
右
）

写
真
２
＝
右
）
安
全
安
心
の
妖
怪
「
ト
リ
ビ

エ
」
の
木
像

　
春
の
気
配
が
日
々
濃
く
な
る
こ
の
時

期
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
出
来
事「
３・

11
東
日
本
大
震
災
」
―
。
１
・
８
万

人
を
超
え
る
命
を
呑
ん
だ
地
震
と
津

波
。
自
然
の
雄
々
し
さ
、
人
間
の
無
力

さ
を
知
ら
し
め
る
。〝
天
災
は
忘
れ
な

い
よ
う
〟
に
や
っ
て
く
る
。
リ
ア
ス
海

岸
の
三
陸
で
は
波
高
が
大
き
く
な
り
、

こ
れ
ま
で
も
度
々
は
犠
牲
を
も
た
ら
し

た
。

　
作
家
の
吉
村
昭
は
、『
三
陸
海
岸
大

津
波
』
を
災
害
史
と
し
て
描
き
、
三
陸

の
地
勢
と
そ
こ
に
生
き
る
住
民
の
「
よ

す
が
」
を
多
重
に
綴
っ
た
。
よ
く
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
神
社
の
海
抜
の
高
さ

は
、
津
波
に
よ
る
浸
水
を
避
け
る
位
置

に
あ
る
。
津
波
伝
承
が
神
社
ラ
イ
ン
を

形
成
し
た
。
安
全
安
心
の
た
め
に
高
台

移
転
が
進
め
ら
れ
る
が
、
日
常
の
暮
ら

し
か
ら
海
辺
を
離
れ
な
い
人
も
多
い
。

同
じ
く
吉
村
は
、
田
野
畑
で
の
移
住
し

た
病
院
長
夫
妻
と
地
元
住
民
の
絆
を
物

語
『
梅
の
蕾
』
を
書
き
、
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
は
あ
つ
い
涙
を
誘
っ
た
。
ち
ょ
う

　
「
過
現
未
に
よ
る
防
災
対
策
」の
キ
ッ

ク
オ
フ
の
日
、
洸
楓
座
の
企
画
で
太
東

埼
灯
台
広
場
に
は
、
災
害
を
鎮
め
て
く

れ
る
妖
怪
「
ア
マ
ビ
エ
」
に
ち
な
み
、

地
元
由
来
の
妖
怪
「
ト
リ
ビ
エ
」（
＊
）

を
防
災
祈
念
に
設
置
し
た
。
１
・
２
㍍

も
あ
る
大
き
な
木
像
彫
刻
で
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
で
制
作
し
た
も
の
で

あ
る
（
写
真
１
、
２
）。
こ
れ
は
、
灯

台
広
場
へ　
の
来
客
が
記
念
写
真
を
撮

る
ア
イ
テ
ム
と
も
な
っ
て
い
る
。
安
全

安
心
を
願
う
地
元
の
証
し
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

ど
春
、
い
ま
の
季
節
と
重
な
る
。

　
３・11
は
、
世
界
一
の
大
電
力
会
社
、

東
京
電
力
の
会
社
の
根
底
を
揺
る
が
し

た
。
原
子
力
発
電
所
の
脆
弱
性
と
危
険

性
を
露
呈
さ
せ
た
。
首
都
圏
の
大
停
電

と
福
島
県
に
は
広
域
の
放
射
能
災
害
を

も
た
ら
し
た
。
そ
の
余
波
は
11
年
が
経

た
今
日
で
も
な
お
残
る
。

　
地
震
の
日
、
筆
者
は
千
葉
市
の
大
学

建
屋
の
１
階
研
究
室
に
い
た
。
揺
れ
は

た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
に
計
画
停
電
を
経
験
し
灯
り
が
消
え

た
。電
車
も
走
ら
ず
大
学
に
３
泊
し
た
。

そ
の
時
は
ち
ょ
う
ど
、
金
属
疲
労
の
本

を
書
い
て
い
た
。
３
月
14
日
に
は
、
震

災
後
の
東
京
の
出
版
社
に
原
稿
を
届
け

た
。
そ
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
の

一
文
を
書
き
残
し
た
。

　
「
お
わ
り
に
、
本
書
の
執
筆
に
あ
た

り
・
・
・
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
本
の
編
集
中
に
は
未
曽
有
の
大
地

震
と
大
津
波
、
そ
し
て
福
島
原
子
力
発

電
の
大
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
被
災
者
の
皆
様
の
早
期
の
回
復
を

平
成
23
年
3
月
14
日　
佐
藤
建
吉
」

　
10
周
年
と
な
っ
た
２
０
２
１
年
、
筆

者
は
「
洸
楓
座
」
の
活
動
と
し
て
、
３

月
か
ら
12
月
ま
で
毎
月
11
日
に
千
葉
県

い
す
み
市
で
防
災
行
事
を
開
催
し
た
。

筆
者
の
住
居
地
の
い
す
み
市
は
、
千
葉

県
で
も
外
房
と
い
う
太
平
洋
に
面
し
た

地
に
あ
り
、
地
震
と
津
波
の
危
険
性
を

い
つ
も
抱
え
て
い
る
。
そ
こ
で
行
事
の

テ
ー
マ
に
は
「
過
現
未
に
よ
る
防
災
対

策
」
を
掲
げ
た
。

　
「
過
現
未
」
は
、
過
去
・
現
在
・
未

来
を
一
体
化
し
た
用
語
で
、
仏
教
界
に

由
来
す
る
ら
し
い
。
３
・
11
の
当
日
を

こ
の
防
災
対
策
の
キ
ッ
ク
オ
フ
の
日

と
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
広
が
っ
て
お

り
、
会
場
を
い
す
み
市
の
太
東
埼
灯
台

広
場
と
し
、
い
す
み
市
長
に
も
参
加
し

て
頂
き
開
催
し
た
。
４
月
か
ら
の
毎
月

11
日
に
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
関

わ
る
講
座
を
繰
り
返
し
３
回
ず
つ
行
っ

た
（
図
表
１
＝
左
）。

て
い
る
と
報
せ
を
受
け
た
。
筆
者
は
大

学
の
工
学
部
に
所
属
し
て
い
た
の
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
担
当
教
員
に
相
談
し

８
台
確
保
し
た
。

　
当
時
、
被
災
地
へ
の
物
資
輸
送
は
自

衛
隊
が
行
っ
て
い
た
が
、
手
続
き
も
面

倒
で
す
ぐ
現
地
に
届
か
な
い
。
そ
れ
で

航
空
自
衛
隊
元
隊
長
の
友
人
に
話
す

と
、自
ら
車
で
届
け
る
と
。さ
す
が
に
機

動
力
は
定
年
後
も
変
わ
ら
な
い
。
し
か

し
、
相
馬
市
ま
で
は
放
射
能
汚
染
の
た

め
茨
木
県
や
栃
木
県
経
由
で
は
い
け
な

い
。選
ん
だ
行
路
は
、千
葉
市
～
埼
玉
県

～
群
馬
県
～
新
潟
県
～
福
島
県
の
コ
ー

ス
。
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
移
動
し
Ｐ
Ｃ

を
手
渡
し
、小
休
止
し
す
ぐ
リ
タ
ー
ン
。

実
は
、
こ
の
Ｐ
Ｃ
の
提
供
に
対
し
て
、

福
島
県
知
事
か
ら
４
か
月
後
の
７
月
に

は
感
謝
状
を
頂
い
た
。
そ
の
書
状
を
画

像
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
「
洸
楓
座
」
の
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
11
年

後
の
今
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
災
害
の
記
録
と
し
て
も
、
そ
の
様
子

を
伝
え
残
す
の
は
、
現
品
と
し
て
の
一

次
資
料
が
最
も
い
い
が
、
写
真
や
複
製

な
ど
の
二
次
資
料
も
有
効
で
あ
る
。
津

波
や
大
雨
な
ど
で
は
、
紙
の
資
料
は
濡

れ
て
価
値
を
失
う
。
電
子
フ
ァ
イ
ル
や

画
像
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
お
く

と
、
濡
れ
ず
に
場
所
も
取
ら
な
い
の
で

保
保
管
や
検
索
に
は
便
利
で
あ
る
。

　
３
・
11
の
記
憶
は
、
個
人
的
に
も
、

民
間
的
に
も
、
公
的
組
織
に
お
い
て
も

保
存
し
、
い
つ
で
も
参
照
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。そ
れ
が
、

犠
牲
に
な
っ
た
方
々
へ
の
慰
霊
で
あ

り
、
当
時
を
知
っ
て
い
る
者
は
知
識
と

し
て
記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。３・

11
の
後
に
生
ま
れ
た
若
い
人
々
が
未
来

を
築
く
た
め
に
必
要
な
情
報
と
な
る
。

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。「
全

国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会
議
」

理
事

①　3.11 ／《過現未》キックオ
フ・イベント＠太東埼灯台広場
②　4.11 ／《過去》過去から
学ぶ・・究極の安全＆防災対策
とは？！　
③ 5.11 ／《現在》「フェーズフ
リーとは？」　
④　6.11 ／《未来》「森の防波
堤が守ってくれる　
⑤　7.11 ／《過去》「展望室＆
ＦＭ局付き発電風車」　
⑥　8.11 ／《現在》「フェーズ
フリーと防災食」
⑦　9.11 ／《未来》「森の防波
堤の可能性（FS）」　
⑧　10.11 ／《 過 去 》「 洋 上 風
力発電と産業の 10 次化」
⑨ 11.11/《現在》身近な暮らし
にフェーズフリー　
⑩　12.11 ／《 未 来 》「 森 の 防
波堤をデザインする）」

願
い
ま
す
。
ま
た
、
犠
牲

に
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
御

霊
へ
は
、
今
後
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

記
憶
は
未
来
を
築

く
た
め
の
情
報
に

　
筆
者
は
、
福
島
県
立
相
馬
高
校
が
文

科
省
の
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
実
施
校
で

あ
り
、相
馬
市
を
何
度
も
訪
ね
た
。
３・

11
の
前
年
の
真
夏
に
は
、
相
馬
高
校
生

徒
と
と
も
に
「
ア
エ
ロ
モ
ベ
ル
」
と
い

う
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
原
理
模
型
の
走

行
実
験
を
行
な
っ
た
。
猛
烈
な
暑
さ
で

氷
を
し
ゃ
ぶ
り
な
が
ら
行
な
っ
た
思
い

出
が
あ
る
。

　
そ
の
折
に
港
湾
事
務
所
の
あ
る
相
馬

港
も
立
ち
寄
っ
た
。
こ
の
事
務
所
が

津
波
の
第
１
波
で
被
災
し
た
、
と
の

ニ
ュ
ー
ス
映
像
を
み
た
。
相
馬
高
校
教

師
か
ら
、
そ
の
事
務
所
が
Ｐ
Ｃ
を
求
め


